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1）学会からのお知らせ　
http://jahp.world.coocan.jp/jahp/index.html
■学会事務局の住所が変更になりました（電話，FAX，E-mail は変
更なし）

（社）日本健康心理学会　本部事務局
〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5 アカデミーセンター
TEL:03-5389-3025 FAX:03-5389-2822
jahp-post@bunken.co.jp

　◆本年度会費未納の会員へ，旧住所記載の振り込み用紙が
　　送付されますが，納入には問題ありません。

　◆論文投稿先は6月より，下記に変更になっております。
　　〒169-0075　東京都新宿区高田馬場4-4-19　国際文献社内
　　日本健康心理学会機関誌編集事務局

■委員会ページが更新されました

国際委員会　http://jahp-international.blogspot.jp/
　－国際会議（久留米国際セミナー2012：2012.11.24開催）のご
案内
研究推進委員会　http://jahp-research.blogspot.jp/
　－研究部会制度における助成金申請状況など
認定・研修委員会　http://jahp-certification.blogspot.jp/
英文誌検討WG　http://international-wg.blogspot.jp/
　－第1回議事録
 
■安心ネットづくり促進協議会からの研究支援事業（助成事業）公募
のお知らせ

募集テーマ　インターネットと青少年保護に関する研究
募集期間　2012年11月1日～2013年1月31日
応募資格　国内を拠点として研究活動を行う教育機関または企業等の
研究者
支援額等　1件あたり最大50万円（最大5件までの採択）
詳　細　http://good-net.jp/info_kenkyu_20121101.html
連絡先　安心ネットづくり促進協議会事務局 担当：金子
（info@anshinkyo.jp）

2）速報　学会研究部会設立申請と研究集会等補
助金採択部会紹介
先日研究推進委員会から呼びかけのあった研究部会設立と
研究部会が行う研究集会等への補助金への申請について，速報をお知
らせします。
部会の名称は，現在最終確認を各部会に行っていただいている最中で
すので
確定次第，研究推進委員会のページにてお知らせいたします。

■研究部会設立申請
　13の研究部会設立申請については，全て設立を認めました。
　「（社）日本健康心理学会＊＊研究部会」と称して活動していただ
きます。

■研究集会等補助金
　13の研究部会のうち，下記の部会については，5万円または10万
円の
　研究集会等補助金の助成が行われることになりました。
　
　領域　　　研究部会ならびに研究集会等の名称　代表者名　　　　　　　　　　
--------------------------------------------------------------------------------------
（がん）　「禁煙」　代表：満石寿（立教大学）
（自殺）　「メンタルヘルス」　代表：上地広昭（山口大学）
（自殺）　「認知行動療法による自殺予防」　代表：鈴木伸一
               （早稲田大学）
（運動）　「国民の身体活動増進を考える」　代表：安永明智
               （文化学園大学）　　
（発達）　「発達支援」　代表：西野美佐子（早稲田大学）
（発達）　「児童虐待防止に関する」　代表：宮村りさ子
                （桜美林大学）

3）健康心理学研究 25(2)　目次紹介
■2012年12月発行予定の「健康心理学研究25巻2号」の目次を
一足先に紹介いたします。
　◆健康心理学研究は26巻より，J-STAGEでの
　　電子ジャーナルへ移行予定で，現在鋭意準備中です。

■原著

緑色の照明が人間に及ぼす生理的・心理的影響
　松井 美由紀・乗松 貞子

メタ認知知覚がもたらすネガティブな認知の反応性への効果
　村山 恭朗・岡安 孝弘

怒り感情生起後の対処としての見返しと仕返し
―怒り感情低減効果と自尊感情回復効果に着目して―
　関屋 裕希・小玉 正博

■資料

成人を対象としたメタ認知的知覚尺度（HCAS）の作成と信頼性と妥
当性の検討
　村山 恭朗・岡安 孝弘

身体活動実施を支援するメッセージングに関する研究
―効果的なメッセージングの要因探索―
　島崎 崇史・飯尾 美沙・斎藤 めぐみ　他

フォーマティブリサーチによる介入方略の開発
―身体活動実施を支援する介入方略の開発に関する実践研究―
　島崎 崇史・前場 康介・斎藤 めぐみ　他

高齢者の運動実践と健康関連QOLとの関連に果たすセルフ・エフィカ
シーの役割
　前場 康介・斎藤 めぐみ・飯尾 美沙　他

女子大学生を対象としたネガティブな反すうの安定性
およびストレッサーとの相互関係に関する縦断的検討
　村山 恭朗・岡安 孝弘

--------------------------------------------------------------------------------------
日本健康心理学会広報・ニューズレター委員会
　http://jahp-public.blogspot.jp/
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